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パート１
がん対策基本法と

がん地域連携クリティカルパス

切れ目のないがん医療連携を目指して



がん対策基本法（２００６年６月）

• がん対策基本法
– がん対策のため、国、自

治体の責務を明確にして
、厚労省にがん対策推進
協議会を設置することを
定めた法律

– 当初、与党自民党と野党
民主党の間で調整が　手
間取り成立が危ぶまれて
いた

– 山本孝史議員の自らの
がんを告白して行った質
問により与野党一致して
法案が成立した

– 米国では１９７１年ニクソ
ン政権時にナショナル
キャンサーアクトが制定

山本孝史民主党参議院議員
58歳で胸腺がんのため亡くなる





がん対策推進基本計画（2007年）

• 「がん対策推進基本計画」
– 2007年6月閣議決定

– 10年以内にがん死亡率20％減少

– ５年以内にがん検診受診率50％以上を目指す

– ５年以内（2011年１０月まで）にすべてのがん診
療連携拠点病院で

　5大がん（胃、大腸、肺、乳、肝がん）
の地域連携クリティカルパスを整備す
る

　　　　もって、がん医療の均てん化をはかる



がん診療連携拠点病院制度　４７都道府県（3７７カ所）※Ｈ2２年８月現在

都道府県 厚生労働省

国立がんセン
ター がん対策情報セン

ター

協力・支援

地域の医療機関
（かかりつけ医、在宅療養支援センター

等）

＜拠点病院の役割＞

症例
相談

研修

診療
支援

情報
提供

●専門的ながん医療の提供等
●地域のがん医療連携体制の構築
●情報提供、相談支援の実施

都道府県がん診療連携拠点病院
相談支援センター

地域がん診療連携拠点病院

相談支援センター

地域がん診療連携拠点病院

相談支援センター

地域がん診療連携拠点病院

相談支援センター

診療支援

研修

研修

情報
提供



がん診療連携拠点病院の施設要件

• １　診療機能
– 診療ガイドライン、クリテ

イカルパス

– 緩和医療

– 地域医療機関への診療
支援、地域連携クリテイ
カルパス

• ２　医療従事者
– がん治療専門医、薬剤

師、看護師

• ３　医療施設
– ＩＣＵ、無菌治療室、放射

線治療

• ４　 研修体制 

• ５　情報提供体制 
– 相談支援センター、セカ

ンドオピニオン 

• ＊概ね２次医療圏に一
つ 

• 全国37７病院 



2010年診療報酬改定と
がん地域連携クリテイカルパス





750点

300点



パート２
港区がん連携パス研究会の

取り組み
国際医療福祉大学三田病院

東京都済生会中央病院



東京都がん診療連携拠点病院は３０カ所

三
田
病
院



港区内のがん診療連携拠点病院

• ①東京慈恵会医科大学

• ②国家公務員共済組合連合会虎の
門病院

• ③東京都済生会中央病院

• ④国際医療福祉大学三田病院

• ⑤北里大学北里研究所病院



国際医療福祉
大学三田病院
　　

　　　　　　　

　

東京都済生会
中央病院



20０９年・2010年の
港区がん連携パス研究会の活動

• 開催日
– ①平成21年1月29日、②平成21年２月５日、③④平成21年3月12日

、⑤平成21年4月27日、⑥平成21年6月25日、⑦平成21年7月30日

• ワーキング・グループ検討テーマ
– がん地域連携パスの作成について

– がん連携パス運用マニュアルの作成について

– がん連携パスの連携先への取り組み

– 東京都がん拠点病院協議会との連携

– がん連携パスの診療報酬請求への取り組み

– がん連携パスのＩＴ化

• 第２回港区がん連携パス研究会（2010年9月）



港区がん連携パス研究会
がん連携パス

医療者用連携パス



目次

• 地域連携パス患者用説明・同意書
• 診療情報提供書
• 連携先医療機関一覧
• 連携元病院情報
• 胃癌stageⅠ（フォローアップ連携パス）チェックシート
• 胃癌stageⅡ・Ⅲ（TS-1連携パス）チェックシート
• TS-1適正使用について
• 連携パスの運用方法/紹介・逆紹介の流れ/緊急時

の対応について（副作用発現時・再発時）
• 連携パスITシステムのご紹介（東計電算）
• 病院緊急時連絡先(診療所→病院連携室)
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胃がんステージⅡ、Ⅲ　　（医療者用シート）

【医療者用シート】　胃がんstageⅡ、Ⅲ

退院時 開始時 0.5ヶ月目 1ヶ月目 1.5ヶ月 2ヶ月目 2.5ヶ月目 3ヶ月後 3.5ヶ月目 4ヶ月目 4.5ヶ月目 5ヶ月目 5.5ヶ月目 6ヶ月目

/ / / / / / / / / / / / / /

全身状態 10％以上の体重変動，ＰＳの悪化がみられない

ＰＳ

体重

身長

ＶＳ（体温，血圧）

以下の症状が見られない

鎖骨上窩リンパ節腫大

腹部症状

視触診 消化器症状

問診 排便状態

術後合併症状

皮膚症状(発疹、黄染)

検査 検査結果に異常がない

末梢血一般

生化学

腫瘍マーカー

腹部超音波／ＣＴ検査

胸部レントゲン

上部消化管内視鏡検査

投薬管理 S-1処方

S-1服薬確認

服用薬確認

患者用パス

説明 他臓器癌の検診について

支援 副作用対策

服薬指導

生活支援

＊異常が認められた場合には情報交換、または拠点病院にて対応 非実施項目

必要に応じて

必要に応じて

必要に応じて

必要に応じて適宜説明

必要に応じて
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港区がん連携パス研究会
私のカルテ



私のカルテ
港区がん連携パス研究会



私のカルテ（患者日誌）

四国がんセンター　

患者用連携パス

患者がいつも持参することにより
どの施設でも治療経過が分かる
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私のカルテ（服薬記録）

有害事象（自覚症状の
早期発見役立つ。

自覚症状の
番号を記入



　　在宅　　在宅

連携診療所連携診療所

胃がん・大腸がん連携パス運用手順
（連携パスの運用は地域連携室で！）

三田病院

　

三田病院

　

手
術
手
術

①観察パス
②TS-1、UFT/UZEL
：２コース目以降

①観察パス
②TS-1、UFT/UZEL
：２コース目以降

私のカルテ
（患者日誌）

私のカルテ
（患者日誌）

副 作 用

連 絡

副 作 用

連 絡

医療
連携室
医療

連携室

逆紹介逆紹介

①観察パス
②TS-1、UFT/UZEL
：１コースまで

①観察パス
②TS-1、UFT/UZEL
：１コースまで

定期診断
副作用発現時対応
原疾患増悪時対応

定期診断
副作用発現時対応
原疾患増悪時対応

　　　　　副作用発現時連絡　　　　　副作用発現時連絡

連携パス
治療方針共有化
役割分担明確化
長期スケジュール管理

連携パス
治療方針共有化
役割分担明確化
長期スケジュール管理

定期診断時来院
副作用発現時来院
原疾患増悪時来院

定期診断時来院
副作用発現時来院
原疾患増悪時来院

医療連携室が紹介・逆
紹介をコーディネート

医療連携室が紹介・逆
紹介をコーディネート

医療連携室が受診予約等を
セッティング

医療連携室が受診予約等を
セッティング

医師が術前
に連携につ
いて説明

医師が術前
に連携につ
いて説明

看護師が連携
パスを説明

看護師が連携
パスを説明

もともと診療所からの紹介患者は基本的に紹介元に逆紹
介するが、患者に連携診療所マップを示し、患者の希望も

考慮する。

もともと診療所からの紹介患者は基本的に紹介元に逆紹
介するが、患者に連携診療所マップを示し、患者の希望も

考慮する。

紹介



第2回港区がん連携パス研究会
• 港区内の５つのがん診療連携拠点病院で研

究発表会を2010年9月20日に開催

• プログラム
• 港区医師会　会長　赤枝恒雄　先生
• みなと保健所　所長　大久保さつき　先生

– 平成22年診療報酬改定とがん関連項目

• 　　　　　厚労省保険局医療課　前田彰久　先生

– 東京都医療連携手帳について
• 都立駒込病院　鶴田先生）

– 事例発表
• 虎ノ門病院の取り組み（竹内）

• 国際医療福祉大学三田病院の取り組み（久保田）

• 東京都済生会中央病院の取り組み（鳥海）

• 港区薬剤師会　龍岡健一先生



東京都がん拠点病院協議会

2010年2月「東京都医療連携手帳

（5大がん）」（標準がん連携パス）の開発











みなとe連携パスに
「連携ＰＥＧパス」を掲載

http://medicalnet-
minato.jp/peg/

見て下さいね！

臼井 一郎先生　港区医師会理事



パート３
がん連携パスのIT化の取り組み

済生会若草病院の

メディカル・ネットワーク・パスの事例

外科　佐藤靖郎先生



管理者機関　or 連携医療機関



連携クリティカルパス画面





 でも誰も使ってくれない・・・・

• 理由
– 院内のインターネット環境が不十分

• 外来でインターネットを使える端末がすくない

– いちいち院内ＬＡＮのデータを手入力で再入力し
なければならない（誤入力も心配）

• 参照サーバーを設置するにはお金がかかる

– インターネットで情報を共有しても診療報酬点数
はとれるの？



パート４
全国がん連携パス

アンケート調査



（東京都連携実務者協議会）





























今年度調査計画

• 全国のがん連携パスＩＴ化事例の調査

• 東京都がん診療連携協議会におけるがん連
携パスＩＴ化の現状調査とニード調査
– 連携室の連携パス業務、連携パス診療報酬請求
業務

– 連携室の業務系としてのがん連携パスＩＴ化のニ
ーズ

• 東京都がん診療連携協議会へ、がん連携パ
スＩＴ化提案



東京都がん拠点病院協議会

2010年2月「東京都医療連携手帳

（5大がん）」（標準がん連携パス）の開発







がん地域連携クリティカルパス

• がん地域連携クリティカ
ルパス
―がん医療連携とコー
ディネート機能 

• 編著 日本医療マネジメ
ント学会／監  

• 判型 B5  発行日 2010
年5月刊 

•  ページ 220 
•  定価(税込) \4,200 



ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイ
トに公開しております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
　　gt2m-mtu@asahi-net.or.jp

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください。

mailto:gt2m-mtu@asahi-net.or.jp
http://www.iuhw.ac.jp/clinic/
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